
地方創生ＳＤＧｓ官民連携事例収集・選考 実施要領 

 

１． 目的 

ＳＤＧｓを通じた地域課題の解決等に向けた官民連携による事例を収集し、地方創生ＳＤＧｓ

官民連携プラットフォーム会員（以下「会員」という。）による投票を実施したうえで、地方創生Ｓ

ＤＧｓ官民連携事例選考委員会（以下「委員会」という。）において優良事例を決定する。また、

優良事例を含む収集した全ての事例について普及展開を行うことで、官民連携による取組の

更なる発展を図る。 

  

２． 応募団体 

会員に限る。（連携先の団体は会員に限らない。） 

※提出にあたっては、連携している団体にも了承を得たうえで応募すること 

 

３． 応募事例の要件 

(１) 地方公共団体等が参画しているなど、官民連携の取組であること。 

(２) 地域課題の解決等に繋がる取組であること。 

(３) ＳＤＧｓの達成に向けた取組かつ地方創生に資する取組であること。 

(４) 既に取組が開始されており、具体的な事業として進んでいるものであること。 

 

４． 応募期間 

令和２年 10 月 14 日（水）～令和２年 11 月 13 日（金） 

 

５． 提出書類・応募方法 

(１) 提出書類 

(ア) 応募様式（パワーポイント） 

(イ) 提出団体情報シート（エクセル）  

(２) 応募方法 

WEB フォームでの入力または電子メールにより応募 

※１団体当たり複数事例の応募も可 

(ア) ＷＥＢフォームでの入力の場合 

  ＷＥＢフォーム（https://future‑city.go.jp/platform/case/）にアクセスし、必要事項を

入力し、５．(１)（ア）の応募様式をアップロード 

      (イ) 電子メールでの応募の場合 
       提出先メールアドレス（jirei@sdgs‑futurecity.jp）あてに、５．(１)（ア）の応募様式及び５．

(１)（イ）の提出団体情報シートを添付し送付 

      



６． 選考方法 

（１）会員による投票 

全事例を地方創生ＳＤＧｓ官民連携プラットフォーム（以下「プラットフォーム」という。）の

ウェブサイトに掲載し、会員による投票を実施する。 

（２）委員会による選考 

会員による投票にて上位に挙がった事例の中から、７．選考項目を基に選考委員会にお

いて優良事例を決定する。 

※委員会での選考にあたってはオンライン会議システム等を通じて、事例について応募団

体による説明等を実施予定。 

  

７． 選考項目 

 

 

８． 選考の評価基準 

 

 

 

 

 

 

９． 優良事例の公表 

２０２１年１月頃に実施予定の「地方創生ＳＤＧｓ国際フォーラム２０２１（仮）」にて公表予定で

あり、その他イベント等でも広く周知する。 

評価 評価基準

A 非常に優れた取組である

B 優れた取組である

C やや優れた取組である

D 標準的な取組である



 
１０． その他 

優良事例を含む収集した全ての事例について、プラットフォームのウェブサイトに掲載し、

公表する。 

     

１１． 問い合わせ先 

官民連携事例収集運営事務局 

    電話 ０３－４３２６－８１６６ 

    メール jirei@sdgs‑futurecity.jp 


